
(57)【要約】

【課題】本発明は、ツイストロック式注射器をスリーブ

部から取り外したときに、スリーブ部の深い位置に生じ

る液溜まりを拭き取り易くした注射器接続ポートを提供

することを目的としている。

【解決手段】第１の発明は、スリーブ部２３の上端を覆

うようにゴム弁１４を装着したことを特徴とする。この

注射器接続ポート１０は、ツイストロック式注射器を抜

いた時に液溜まりはゴム弁１４の上面３０に生じるので

、液溜まりは拭き取りが容易である。ゴム弁１４は、ス

リーブ部２３の外周に設けた螺合片２４に係合させて装

着するとよい。第２の発明は、スリーブ部を着脱自在に

設けることである。この場合は、適宜にスリーブ部を取

り外してスリーブ部内部の深い所に生じた液溜まりを拭

き取ることができる。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 に 設 け た バ ル ブ と 、
前 記 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 を 囲 む よ う に 設 け た 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部 が 挿 入 可
能 な ス リ ー ブ 部 と 、
前 記 ス リ ー ブ 部 の 上 端 を 覆 う よ う に 装 着 し た ゴ ム 弁 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 注 射 器 接
続 ポ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ス リ ー ブ 部 の 外 周 に ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 雌 ね じ 部 が 螺 合 す る 螺 合 片 を 設 け 、 か
つ 、 ゴ ム 弁 を 前 記 ス リ ー ブ 部 の 上 端 開 口 を 覆 う 上 面 部 と 、 ス リ ー ブ 部 の 上 部 外 周 面 を 覆 う
側 壁 部 と か ら な る 逆 コ ッ プ 状 の 部 材 と し 、 前 記 ゴ ム 弁 の 側 壁 部 を 前 記 ス リ ー ブ 部 の 螺 合 片
に 係 合 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 に 設 け た バ ル ブ と 、
前 記 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 を 囲 む よ う に 着 脱 自 在 に 設 け た 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口
部 が 挿 入 可 能 な ス リ ー ブ 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 注 射 器 接 続 ポ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ス リ ー ブ 部 を 、 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 に 、 ヒ ン ジ 部 を 介 し て 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 容 器 又 は 配 管 の 開 口 に 設 け ら れ 、 注 射 器 を 容 器 又 は 配 管 に 接 続 す る た め の 注 射
器 接 続 ポ ー ト に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 薬 液 の 点 滴 や 人 工 透 析 に 用 い ら れ る 輸 液 配 管 に 取 り 付 け ら れ 、 輸 液 の 抽 出 や 薬 液 の
混 入 な ど を 行 う 混 注 管 ５ ０ １ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 そ の 分 岐 部 ５ ０ ２ に 設 け ら れ た 開
口 ５ ０ ３ に 気 密 に 嵌 合 し た ゴ ム 栓 ５ ０ ４ と 、 ゴ ム 栓 ５ ０ ４ を 被 覆 し て 開 口 ５ ０ ３ の 外 周 フ
ラ ン ジ 部 ５ ０ ５ に 固 着 さ せ た キ ャ ッ プ ５ ０ ６ と で 構 成 さ れ て い る 。 輸 液 配 管 を 流 れ る 輸 液
（ 図 示 省 略 ） を 注 射 器 ５ ０ ７ で 抽 出 す る 時 は 、 キ ャ ッ プ ５ ０ ６ の 中 心 を 剥 離 除 去 し 、 （ あ
る い は 、 予 め キ ャ ッ プ ５ ０ ６ の 中 心 部 に 設 け ら れ た 開 口 か ら ） ゴ ム 栓 ５ ０ ４ に 注 射 針 ５ ０
８ を 突 き 刺 し て 内 部 の 薬 液 を 抽 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 医 療 現 場 で は 注 射 器 の 安 全 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 注
射 針 ６ ０ １ を 注 射 器 の 口 部 ６ ０ ２ に 螺 合 さ せ 、 注 射 針 ６ ０ １ の 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き
る ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ が 採 用 さ れ つ つ あ る 。 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ は
、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 押 子 ６ ０ ３ と 、 押 子 ６ ０ ３ が 装 入 さ れ る シ リ ン ダ 部 ６ ０ ４
と 、 シ リ ン ダ 部 ６ ０ ４ か ら オ ス テ ー パ 状 に 突 出 し た 口 部 ６ ０ ２ と 、 口 部 ６ ０ ２ の 周 り に 円
筒 状 に 延 在 し た カ ラ ー ６ ０ ５ と 、 カ ラ ー ６ ０ ５ の 内 周 面 に 形 成 さ れ た 雌 ね じ 部 ６ ０ ６ と を
備 え て い る 。 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 注 射 針 ６ ０ １ は 、 図 １ ２ （ ｃ ） に 示 す よ う
に 、 ハ ブ 部 ６ ０ ７ の 先 端 部 に 針 ６ ０ ８ が 取 り 付 け て あ り 、 基 端 部 に メ ス テ ー パ 状 の 装 着 部
６ ０ ９ が あ り 、 そ の 基 端 部 端 縁 の 外 周 に 螺 合 片 ６ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 注 射 針 ６ ０ １ は
、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 雌 ね じ 部 ６ ０ ６ に 螺 合 片
６ １ ０ を 螺 合 さ せ 、 か つ 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ に 、 注 射 針 ６ ０ １
の 装 着 部 ６ ０ ９ を 装 着 さ せ て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 述 し た 混 注 管 の 開 口 の シ ー ル 構 造 で は 、 ゴ ム 栓 に 突 き 刺 す 注 射 針 が 必 要 で あ る 。 し か し
、 注 射 針 の 使 用 は 、 注 射 針 の 購 入 費 の 他 に 、 使 用 済 み の 注 射 針 の 管 理 を 怠 れ ば 院 内 感 染 な
ど 、 重 大 な 医 療 事 故 の 原 因 と な る の で 、 使 用 済 み 注 射 針 の 廃 棄 処 分 に 十 分 な 配 慮 が 必 要 で
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あ り 、 コ ス ト 面 で の 負 担 や 、 管 理 面 で の 負 担 を 負 う こ と に な り 、 ま た 使 用 済 み 注 射 針 を 誤
っ て 使 用 す る な ど 不 慮 の 医 療 事 故 の リ ス ク を 負 う こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 注 射 針 を 取 り 付 け な い で 注 射 器 の 口 部 を そ の ま ま 薬 液 瓶 や 混 注 管 の 開 口 に 刺 し 込 め
れ ば 、 注 射 針 の 使 用 が 不 要 に な り 上 記 の 問 題 は 解 消 さ れ る 。 ま た 、 通 常 の 注 射 器 の 口 部 を
刺 し 込 め る よ う に し た だ け で な く 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 の 注 射 器 の よ う に 口 部 の 周 り に カ ラ
ー が あ る も の が 使 え る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 者 ら は 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 を ニ ー ド ル レ ス で 使 用 す る こ と が で き る 注 射 器 接
続 ポ ー ト を 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ ら の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 に 設 け た バ ル ブ と 、 容 器 又 は 配 管 の
開 口 部 を 囲 む よ う に 設 け た 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部 が 挿 入 可 能 な ス リ ー ブ 部 を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 注 射 器 を ス リ ー ブ 部 か ら 取 り 外 し た と き に 、 ス リ ー ブ 部 の 深
い 位 置 に 液 溜 ま り が 生 じ る 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 液 溜 ま り は 、 拭 き 取 り 難 い と い う 問 題
で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の 液 溜 ま り を 拭 き 取 り 易 く し た も の を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て
い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 に 設 け た バ ル ブ と 、 前 記 容
器 又 は 配 管 の 開 口 部 を 囲 む よ う に 設 け た 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部 が 挿 入 可 能 な ス
リ ー ブ 部 と 、 前 記 ス リ ー ブ 部 の 上 端 を 覆 う よ う に 装 着 し た ゴ ム 弁 と を 備 え た こ と を 特 徴 と
し て い る 。 こ の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ス リ ー ブ 部 の 上 端 を 覆 う よ う に ゴ ム 弁 を 装 着 し た の
で 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 を 抜 い た 時 、 液 溜 ま り は ゴ ム 弁 の 上 面 に 生 じ る 。 ゴ ム 弁 の 上
面 に 生 じ た 液 溜 ま り は 拭 き 取 り が 容 易 で あ る 。 ゴ ム 弁 の 具 体 例 は 、 ス リ ー ブ 部 の 上 端 開 口
を 覆 う よ う に 、 ス リ ー ブ 部 の 上 端 に 装 着 し て 設 け た も の で 、 そ の 上 面 に 常 時 は 閉 鎖 状 態 の
小 径 孔 又 は ス リ ッ ト を 有 す る も の で あ る 。 な お 、 ゴ ム 弁 の 装 着 構 造 は 、 好 適 に は 、 請 求 項
２ に 記 載 す る よ う に 、 前 記 ス リ ー ブ 部 の 外 周 に ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 雌 ね じ 部 が 螺 合
す る 螺 合 片 を 設 け 、 か つ 、 ゴ ム 弁 を 前 記 ス リ ー ブ 部 の 上 端 開 口 を 覆 う 上 面 部 と 、 ス リ ー ブ
部 の 上 部 外 周 面 を 覆 う 側 壁 部 と か ら な る 逆 コ ッ プ 状 の 部 材 と し 、 前 記 ゴ ム 弁 の 側 壁 部 を 前
記 ス リ ー ブ 部 の 螺 合 片 に 係 合 さ せ る と よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 に 設 け た バ ル ブ と 、 前 記 容
器 又 は 配 管 の 開 口 部 を 囲 む よ う に 着 脱 自 在 に 設 け た 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部 が 挿
入 可 能 な ス リ ー ブ 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ス リ ー
ブ 部 が 着 脱 自 在 に 設 け て あ る の で 、 ス リ ー ブ を 取 り 外 し て 液 溜 ま り を 拭 き 取 る こ と が で き
る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 ス リ ー ブ 部 の み を 交 換 す る こ と が で き る の で 、 よ り 衛 生 的 に 使 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ス リ ー ブ 部 を 、 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 に 、 ヒ ン ジ
部 を 介 し て 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ス リ ー ブ 部 を ヒ
ン ジ 部 を 介 し て 取 り 付 け て い る の で 、 外 し た ス リ ー ブ 部 を 置 く 場 所 を 設 け る 必 要 が な く 、
衛 生 的 で 、 作 業 性 も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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以 下 、 本 発 明 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 バ ル ブ を 構 成
す る シ ー ル 弁 体 １ １ と 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部 が 挿 入 可 能 な ス リ ー ブ 部 を 備 え た
キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ と 、 ア ダ プ タ １ ３ と 、 ゴ ム 弁 １ ４ か ら な り 、 混 注 管 ２ ０ ０ に 設 け た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
混 注 管 ２ ０ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 輸 液 配 管 の 途 中 に 設 け た 配 管
で 、 両 端 に 輸 液 配 管 の ２ つ の 管 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ を 接 続 す る 接 続 部 ２ ０ ３ ， ２ ０ ４ を 備 え て
い る 。 混 注 管 ２ ０ ０ の 中 央 に は 分 岐 部 ２ ０ ５ が あ り 、 こ の 分 岐 部 ２ ０ ５ を 臨 む よ う に 開 口
２ ０ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 開 口 ２ ０ ６ に は 注 射 器 接 続 ポ ー ト １ ０ の 後 述 す る シ ー ル 弁
体 １ １ を 装 着 す る 円 筒 状 の 壁 部 ２ ０ ７ と 、 シ ー ル 弁 体 １ １ を 着 座 さ せ る 着 座 部 ２ ０ ８ が あ
る 。 壁 部 ２ ０ ７ の 上 端 外 周 縁 に は 、 注 射 器 接 続 ポ ー ト １ ０ の 後 述 す る キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ を
装 着 す る た め の 外 周 フ ラ ン ジ 部 ２ ０ ９ が 外 径 方 向 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
シ ー ル 弁 体 １ １ は 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ リ コ ー ン ゴ ム な ど の 弾 性 体 で 形 成
し た 略 円 板 状 の 部 材 で あ り 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 中 央 部 に 注 射 器 の 口 部 を 挿 し 込 む た め の 挿
通 部 １ ５ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
挿 通 部 １ ５ は 、 図 ３ （ ｃ ） に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 （ 混 注 管 ２ ０ ０ の 開 口 部 ２ ０ ６ に 装 着
す る と き に 混 注 管 ２ ０ ０ の 外 側 に 向 く よ う に 配 設 す る ） シ ー ル 弁 体 １ １ の 上 面 １ ６ に 所 定
深 さ の 溝 １ ７ を 直 線 状 に 形 成 し 、 こ の 溝 １ ７ の 底 部 に 、 （ 混 注 管 ２ ０ ０ の 開 口 部 ２ ０ ６ に
装 着 し た と き に 混 注 管 ２ ０ ０ の 内 側 に 向 く よ う に 配 設 す る ） シ ー ル 弁 体 １ １ の 下 面 １ ８ に
貫 通 し た 小 径 孔 １ ９ を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
溝 １ ７ の 長 手 方 向 の 両 端 部 １ ７ ａ は 、 図 ３ （ ｄ ） に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 Ｖ 字 に 切 り 込 ま
れ て い る 。 こ れ に よ り 挿 通 部 １ ５ を 圧 着 密 閉 状 態 に し た と き に 、 溝 １ ７ の 両 端 部 １ ７ ａ の
締 ま り が よ く 、 液 体 の 沁 み 出 し や 漏 れ を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
シ ー ル 弁 体 １ １ の 中 央 部 に 形 成 さ れ た 溝 １ ７ の 深 さ は 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 中 央 部 の 厚 さ の
１ ／ ２ ～ ４ ／ ５ 程 度 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 溝 １ ７ は 、 シ ー ル 弁 体 １ １ を 成 形 す る 金
型 成 形 時 に 形 成 す る と よ い 。 ま た 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 溝 １ ７ の 底 部 に 形 成 さ れ る 小 径 孔 １
９ は 、 円 錐 形 状 の 針 を 突 き 刺 し て 形 成 す る と 、 小 径 孔 １ ９ の 開 口 部 に シ リ コ ー ン ゴ ム の 切
屑 が 生 じ ず 、 小 径 孔 １ ９ の 開 口 が き れ い に 仕 上 が る 。 シ ー ル 弁 体 １ １ は 、 混 注 管 ２ ０ ０ の
開 口 ２ ０ ６ の 円 筒 状 壁 部 ２ ０ ７ に 圧 入 で き る よ う に 、 外 径 ２ ０ を 当 該 円 筒 状 壁 部 ２ ０ ７ の
内 径 よ り も 少 し 大 き く し て い る 。 ま た 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 下 面 １ ８ の 中 央 部 は ア ー チ 型 凹
部 形 状 ２ １ に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の シ ー ル 弁 体 １ １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 混 注 管 ２ ０ ０ に 装 着 す る と 、 混 注 管 ２ ０ ０ の
円 筒 状 壁 部 ２ ０ ７ に よ っ て 内 径 方 向 に 圧 縮 さ れ る の で 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 中 央 部 に 矢 印 方
向 の 大 き な 圧 縮 応 力 が 発 生 す る 。 さ ら に 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 中 央 部 は 、 下 面 １ ８ の 中 央 部
を ア ー チ 型 凹 部 形 状 ２ １ に し て い る の で 、 挿 通 部 １ ５ の 近 傍 で は よ り 大 き な 圧 縮 応 力 が 作
用 す る 。 特 に 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 中 央 部 は 、 上 面 １ ６ 側 よ り も 小 径 孔 １ ９ が 形 成 さ れ て い
る シ ー ル 弁 体 １ １ の 下 面 １ ８ 側 に 、 よ り 大 き な 圧 縮 応 力 が 発 生 し て い る 。 シ ー ル 弁 体 １ １
の 挿 通 部 １ ５ は 、 こ の 圧 縮 応 力 に よ り 、 圧 着 密 閉 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ は 、 混 注 管 ２ ０ ０ の 開 口 ２ ０ ６ を 覆 う よ う に 、 外 周 フ ラ ン ジ 部 ２
０ ９ に 装 着 す る 部 材 で あ る 。 キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ に は 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 挿 通 部 １ ５ が 臨 め
る よ う に 中 央 に 開 口 ２ ２ を 形 成 し て お り 、 こ の 開 口 ２ ２ の 周 縁 を 囲 う よ う に ス リ ー ブ 部 ２
３ を 立 設 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ の ス リ ー ブ 部 ２ ３ に は 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ と
カ ラ ー ６ ０ ５ と の 間 の 円 形 溝 領 域 ６ １ １ （ 図 １ ２ （ ｂ ） 参 照 ） を 装 着 す る こ と が で き る 内
外 径 を 有 し て い る 。 ス リ ー ブ 部 ２ ３ の 上 端 外 周 面 に は 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の
雌 ね じ 部 ６ ０ ６ を 螺 合 さ せ る 螺 合 片 ２ ４ を 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 ス リ ー ブ 部 ２ ３ は 内 部 に ア ダ プ タ １ ３ を 摺 動 自 在 に 収 容 し て お り 、 ス リ ー ブ 部 ２ ３
の 上 端 内 周 面 に 、 ア ダ プ タ １ ３ の 脱 落 を 防 止 す る 脱 落 防 止 片 ２ ５ を 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ア ダ プ タ １ ３ は 、 ス リ ー ブ 部 ２ ３ の 内 部 空 間 に 軸 方 向 に 摺 動 可 能 に 収 容 し た 部 材 で あ る 。
ア ダ プ タ １ ３ は 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ が 嵌 合 す る 注 射 器 連 結 部 ２
６ と 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 挿 通 部 １ ５ に 挿 入 さ れ る テ ー パ 状 の 挿 入 部 ２ ７ と 、 注 射 器 連 結 部
２ ６ か ら 挿 入 部 ２ ７ に 至 る 流 路 ２ ８ と を 備 え て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 注 射 器 連 結 部 ２
６ は ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ が 嵌 着 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ と ア ダ プ タ １ ３ は 、 共 に 例 え ば ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど の プ ラ ス チ ッ
ク 製 の 材 料 で 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 ゴ ム 弁 １ ４ は 、 図 １ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス リ ー ブ 部 ２ ３ の 上 端 を 覆 う よ う に 装
着 し た 部 材 で あ っ て 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 で あ る 。 こ の ゴ ム 弁 １ ４ は 、 上 面 部 ３ ０ と ス リ
ー ブ 部 ２ ３ の 上 部 外 周 面 と 覆 う 側 壁 部 ３ ２ と か ら な る 逆 コ ッ プ 状 の 部 材 で あ り 、 ス リ ー ブ
部 ２ ３ の 上 端 開 口 ２ ９ を 覆 う 上 面 ３ ０ に 常 時 は 閉 鎖 状 態 の 小 径 孔 ３ １ が 形 成 し て あ る 。 こ
の ゴ ム 弁 １ ４ は 、 ス リ ー ブ 部 ２ ３ の 上 端 外 周 面 を 覆 う 側 壁 部 ３ ２ に 形 成 し た 係 合 穴 ３ ３ を
、 ス リ ー ブ 部 ２ ３ の 上 端 外 周 面 に 突 設 し た 螺 合 片 ２ ４ に 係 合 さ せ て 取 り 付 け て い る 。 こ れ
に よ り 、 ス リ ー ブ 部 ２ ３ に ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ を ね じ 込 ん だ り 、 抜 い た り す る
と き に 、 ゴ ム 弁 １ ４ が 外 れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 注 射 器 接 続 ポ ー ト １ ０ に ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ を 挿 し 込 む と き は 、 図 ６ に 示
す よ う に 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ で ゴ ム 弁 １ ４ の 上 面 ３ ０ を 押 し 込
み 、 さ ら に 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の カ ラ ー ６ ０ ５ の 雌 ね じ 部 ６ ０ ６ を 、 ス リ ー
ブ 部 ２ ３ の 螺 合 片 ２ ４ に 螺 合 さ せ な が ら 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ を
ス リ ー ブ 部 ２ ３ 内 に ね じ 込 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の と き 、 ゴ ム 弁 １ ４ の 上 面 ３ ０ は 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ に よ っ
て 伸 ば さ れ 、 こ れ に よ り 小 径 孔 ３ １ は 開 い た 状 態 に な る 。 ま た 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器
６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ は 、 ア ダ プ タ １ ３ の 注 射 器 連 結 部 ２ ６ に 嵌 合 し 、 ア ダ プ タ １ ３ は ツ イ
ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ に よ っ て シ ー ル 弁 体 １ １ の 方 に 押 し 込 ま れ る 。 そ
し て 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 挿 通 部 １ ５ は 、 ア ダ プ タ １ ３ の 挿 入 部 ２ ７ に よ っ て 押 し 開 か れ る
。 こ の 状 態 に お い て は 、 ア ダ プ タ １ ３ の 流 路 ２ ８ を 介 し て 混 注 管 ２ ０ ０ と ツ イ ス ト ロ ッ ク
式 注 射 器 ６ ０ ０ が 連 通 し た 状 態 に な る 。 こ れ に よ り 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ に よ
り 、 混 注 管 ２ ０ ０ に 薬 液 を 注 入 し た り 、 混 注 管 ２ ０ ０ か ら 輸 液 を 抽 出 し た り す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ の ス リ ー ブ 部 ２ ３ か ら ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ を 抜
く と 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 弾 性 復 元 力 に よ っ て 、 ア ダ プ タ １ ３ は シ ー ル 弁 体 １ １ の 挿 通 部 １
５ か ら 押 し 出 さ れ 、 シ ー ル 弁 体 １ １ の 挿 通 部 １ ５ は 瞬 時 に 圧 着 密 閉 状 態 に 戻 る 。 ま た 、 ゴ
ム 弁 １ ４ も 弾 性 復 元 力 が 作 用 し て 、 ゴ ム 弁 １ ４ の 小 径 孔 ３ １ が 閉 鎖 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 注 射 器 接 続 ポ ー ト １ ０ は 、 キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ の ス リ ー ブ 部 ２ ３ か ら ツ イ ス ト ロ ッ ク 式
注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ を 抜 い た と き に 、 ゴ ム 弁 １ ４ の 上 面 ３ ０ に 液 溜 ま り が 生 じ る 場
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合 が あ る が 、 こ の 場 合 、 液 溜 ま り は ゴ ム 弁 １ ４ の 上 面 ３ ０ に あ る の で 簡 単 に 拭 き 取 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形
態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ス リ ー ブ 部 の 上 端 を 覆 う よ う に ゴ ム 弁 を 装 着 し 、 ゴ ム 弁 の
上 面 に 液 溜 ま り が 生 じ る よ う に し た こ と を 特 徴 と し て い る 。 従 っ て 、 バ ル ブ の 構 造 は 上 記
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ロ ー タ リ バ ル ブ な ど の 種 々 の バ ル ブ 構 造 を 採 用 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 ゴ ム 弁 の 装 着 構 造 に つ い て も 上 記 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 注 射 器 接 続 ポ ー ト の ス リ ー ブ 部 を 着 脱
自 在 に 設 け 、 ス リ ー ブ を 取 り 外 し て 液 溜 ま り を 拭 き 取 る こ と が で き る も の に 関 す る 。 な お
、 第 １ 実 施 形 態 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ の 第 １ 実 施 例 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト ４ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ 部 材 ４ １ を
混 注 管 ２ ０ ０ の 開 口 部 ２ ０ ６ の 外 周 フ ラ ン ジ 部 ２ ０ ９ に 装 着 し た キ ャ ッ プ 部 材 １ ２ の 基 部
４ ２ と 、 ス リ ー ブ 部 ４ ３ を 接 離 可 能 な 構 造 に し た も の で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 基 部 ４ ２
の 上 面 と ス リ ー ブ 部 ４ ３ の 下 端 に 、 そ れ ぞ れ 相 互 に 嵌 合 す る 嵌 合 部 ４ ４ 、 ４ ５ を 設 け て 、
基 部 ４ ２ と ス リ ー ブ 部 ４ ３ を 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 注 射 器 接 続 ポ ー ト ４ ０ は 、 ス リ ー ブ 部 ４ ３ を 取 り 外 す こ と が で き る の で 、 ス リ ー ブ 部
４ ３ の 深 い 所 （ 例 え ば 、 シ ー ル 弁 １ １ の 上 面 １ ６ ） に 生 じ た 液 溜 ま り を 簡 単 に 拭 き 取 る こ
と が で き る 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ 部 ４ ３ と ア ダ プ タ １ ３ を 交 換 部 材 と し 、 衛
生 面 な ど を 考 慮 し て 適 宜 に 交 換 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 第 ２ 実 施 例 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト ５ ０ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 混 注 管 ２ ０ ０ の 開
口 部 ２ ０ ６ の 上 端 に 内 径 側 に 延 在 し て シ ー ル 弁 体 １ １ の 抜 け 止 め を 行 う 抜 止 部 ５ １ を 設 け
る と と も に 、 キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ を 混 注 管 ２ ０ ０ か ら 着 脱 可 能 な 係 合 構 造 に し た も の で あ る
。 キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ は 、 例 え ば 、 混 注 管 ２ ０ ０ の 外 周 フ ラ ン ジ 部 ２ ０ ９ に 装 着 す る 装 着 部
５ ３ を 、 混 注 管 ２ ０ ０ の 外 周 フ ラ ン ジ 部 ２ ０ ９ に 緩 着 す る よ う に し 、 作 業 者 が 手 で 簡 単 に
混 注 管 ２ ０ ０ か ら キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ を 取 り 外 す こ と が で き る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合
、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ を キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ の ス リ ー ブ 部 ２ ３ に ね
じ 込 む 時 に 、 緩 着 さ せ た キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ が 回 転 す る の を 防 止 す る た め 、 キ ャ ッ プ 部 材 ５
２ が 混 注 管 ２ ０ ０ に 対 し て 回 転 す る の を 防 止 す る 回 転 防 止 手 段 を 設 け る と よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
回 転 防 止 手 段 は 、 例 え ば 、 図 示 は 省 略 す る が 、 キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ の 外 周 面 に 下 方 に 回 転 防
止 片 を 延 在 さ せ 、 こ の 回 転 防 止 片 を 混 注 管 ２ ０ ０ の 配 管 ２ ０ ３ 、 ２ ０ ４ の 外 周 面 に 当 接 さ
せ る よ う に し た も の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 注 射 器 接 続 ポ ー ト ５ ０ は 、 キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ を 取 り 外 す こ と に よ り 、 ス リ ー ブ 部 ２ ３
の 深 い 所 （ 例 え ば 、 シ ー ル 弁 １ １ の 上 面 １ ６ ） に 生 じ た 液 溜 ま り を 簡 単 に 拭 き 取 る こ と が
で き る 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 、 キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ と ア ダ プ タ １ ３ を 交 換 部 材 と し 、 適 宜
に 交 換 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 第 ３ 実 施 例 に 示 す 注 射 器 接 続 ポ ー ト ６ ０ は 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ
部 材 ６ １ は 、 基 部 ６ ２ と 、 ヒ ン ジ ６ ３ と 、 上 縁 部 ６ ４ と 、 基 部 ６ ２ と 上 縁 部 ６ ４ に 設 け た
一 対 の 嵌 合 部 ６ ５ 、 ６ ６ と 、 上 縁 部 ６ ４ に 設 け た ス リ ー ブ 部 ６ ７ と か ら な る 。 な お 、 図 ９
及 び 図 １ ０ は 、 混 注 管 ２ ０ ０ 内 の 管 路 を 直 交 す る 断 面 に お け る 縦 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
基 部 ６ ２ は 、 混 注 管 ２ ０ ０ の 開 口 部 ２ ０ ６ の 外 周 フ ラ ン ジ 部 ２ ０ ９ に 装 着 し た 部 材 で あ り
、 中 央 部 に 混 注 管 ２ ０ ０ の 開 口 部 ２ ０ ６ を 臨 む こ と が で き る 開 口 ６ ８ が 設 け て あ る 。 ま た
、 基 部 ６ ２ に は ヒ ン ジ ６ ３ を 介 し て 基 部 ６ ２ の 上 面 に 嵌 合 す る 上 縁 部 ６ ４ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。 基 部 ６ ２ と 上 縁 部 ６ ４ の 嵌 合 面 に は 、 一 対 の 嵌 合 部 （ ボ タ ン ） ６ ５ 、 ６ ６ が 設 け
て あ り 、 上 縁 部 ６ ４ の 着 脱 操 作 が 手 作 業 で 容 易 に 行 え る よ う に な っ て い る 。 上 縁 部 ６ ４ に
は 、 上 縁 部 ６ ４ を 基 部 ６ ２ の 上 面 に 嵌 合 さ せ た 状 態 に お い て 、 基 部 ６ ２ の 開 口 ６ ８ に 合 致
す る よ う に 中 央 部 に 開 口 ６ ９ が 形 成 し て あ り 、 ス リ ー ブ 部 ６ ７ は 上 縁 部 ６ ４ の 開 口 ６ ９ を
囲 む よ う に 上 縁 部 ６ ４ に 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の 注 射 器 接 続 ポ ー ト ６ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 基 部 ６ ２ に 上 側 部 ６ ５ を 嵌 合 さ せ た 状
態 で 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 ６ ０ ０ の 口 部 ６ ０ ２ を ス リ ー ブ 部 ６ ３ に 差 し 込 ん で 使 用 す
る 。 そ し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 基 部 ６ ２ と 上 側 部 ６ ５ の 嵌 合 を 外 す こ と に よ り 、 ス リ
ー ブ 部 ６ ７ の 深 い 所 （ シ ー ル 弁 体 １ １ の 上 面 １ ６ ） に 生 じ た 液 溜 ま り を 拭 き 取 る こ と が で
き る 。 こ の 場 合 、 ス リ ー ブ 部 ６ ７ が ヒ ン ジ ６ ３ を 介 し て 混 注 管 ２ ０ ０ に 取 り 付 け た 基 部 ６
２ に 連 結 さ れ て い る の で 、 ス リ ー ブ 部 ６ ７ の 置 き 場 に 困 ら ず 衛 生 的 で あ り 、 ま た 作 業 性 が
良 い 。 こ の 場 合 、 ア ダ プ タ １ ３ は 、 適 宜 に 交 換 す る よ う に す る と よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
な お 、 こ の 第 ３ 実 施 例 は 、 ス リ ー ブ 部 を 混 注 管 ２ ０ ０ の 開 口 部 ２ ０ ６ に ヒ ン ジ を 介 し て 着
脱 自 在 に 取 り 付 け た も の を 例 示 し た も の で あ り 、 基 部 ６ ２ 、 ヒ ン ジ ６ ３ な ど の 構 造 に つ い
て は 、 上 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 上 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形
態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部 が 挿 入 可 能 な ス リ ー ブ 部 を
着 脱 自 在 に 設 け た こ と を 特 徴 と し て お り 、 ス リ ー ブ 部 の 取 り 付 け 構 造 は 上 記 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 、 本 発 明 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 注 射 器 接 続 ポ
ー ト は 、 混 注 管 に 限 ら ず 、 薬 液 バ ッ ク （ 輸 液 バ ッ ク ） な ど の 種 々 の 容 器 や 配 管 の ツ イ ス ト
ロ ッ ク 式 注 射 器 の 挿 し 込 み 口 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 上 記 の 第 １ 実 施 形 態 の よ う に 、 ス リ ー ブ 部 の 上 端 に ゴ ム 弁 を
装 着 し た 構 造 と 、 第 ２ 実 施 形 態 の よ う に 、 ス リ ー ブ 部 を 着 脱 自 在 に 設 け た 構 造 を 組 み 合 わ
せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 を 囲 む よ う に 設 け た 、 ツ イ
ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部 が 挿 入 可 能 な ス リ ー ブ 部 の 上 端 を 覆 う よ う に 、 ゴ ム 弁 を 装 着 し
た の で 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 を 抜 い た 時 に 液 溜 ま り は ゴ ム 弁 の 上 面 に 生 じ る の で 、 液
溜 ま り は 拭 き 取 り が 容 易 で あ る 。 ま た 、 ス リ ー ブ 部 の 内 部 は 、 ゴ ム 弁 に よ っ て 外 気 と 遮 断
さ れ る の で 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ス リ ー ブ 部 の 外 周 に ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 雌
ね じ 部 が 螺 合 す る 螺 合 片 を 設 け 、 か つ 、 ゴ ム 弁 を 前 記 螺 合 片 に 係 合 さ せ て 、 ゴ ム 弁 を ス リ
ー ブ 部 の 上 端 に 装 着 し た の で 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 を ス リ ー ブ 部 に ね じ 込 ん だ り 、 抜
い た り す る と き に 、 ゴ ム 弁 が 外 れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部 が 挿 入 可 能 な ス リ
ー ブ 部 を 着 脱 自 在 に 設 け た の で 、 適 宜 に ス リ ー ブ 部 を 取 り 外 し て ス リ ー ブ 部 内 部 の 深 い 所
に 生 じ た 液 溜 ま り を 拭 き 取 る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 ス リ ー ブ 部 の み を 交 換 す る
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こ と が で き る の で 、 よ り 衛 生 的 に 使 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 注 射 器 接 続 ポ ー ト は 、 ス リ ー ブ 部 を 、 容 器 又 は 配 管 の 開 口 部 に 、 ヒ ン ジ
部 を 介 し て 取 り 付 け た の で 、 外 し た ス リ ー ブ 部 を 置 く 場 所 を 設 け る 必 要 が な く 、 衛 生 的 で
、 作 業 性 も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 混 注 管 の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 混 注 管 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 位 置 実 施 形 態 に 係 る シ ー ル 弁 を 示 す 平 面 図 、 （ ｂ ） は シ ー ル 弁
の 横 断 面 図 、 （ ｃ ） は シ ー ル 本 体 の 貫 通 孔 の 両 端 部 分 の 拡 大 平 面 図 、 （ ｄ ） は シ ー ル 弁 の
貫 通 孔 の 拡 大 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 混 注 管 に 装 着 し た 状 態 で の シ ー ル 弁 体 の 応 力 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト の ゴ ム 弁 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト に ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 口 部
を 挿 し 込 ん だ 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る 注 射 器 接 続 ポ ー ト に お い て 、 上 縁 部
の 嵌 合 を 外 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 混 注 管 の 開 口 部 の 構 造 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 （ ａ ） は ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 を 示 す 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は ツ イ ス ト ロ ッ ク 式
注 射 器 の 口 部 を 示 す 図 、 （ ｃ ） は ツ イ ス ト ロ ッ ク 式 注 射 器 の 注 射 針 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 注 射 器 接 続 ポ ー ト
１ １ 　 シ ー ル 弁 体
１ ２ 　 キ ャ ッ プ 部 材
１ ３ 　 ア ダ プ タ
１ ４ 　 ゴ ム 弁
１ ５ 　 挿 通 部
１ ６ 　 シ ー ル 弁 体 の 上 面
１ ７ 　 溝
１ ８ 　 シ ー ル 弁 体 の 上 面
１ ９ 　 小 径 孔
２ ２ 　 キ ャ ッ プ 部 材 の 開 口
２ ３ 　 ス リ ー ブ 部
２ ４ 　 螺 合 片
２ ５ 　 脱 落 防 止 片
２ ６ 　 注 射 器 連 結 部
２ ７ 　 挿 入 部
２ ８ 　 流 路
２ ９ 　 ス リ ー ブ 部 の 上 端 開 口
３ ０ 　 ゴ ム 弁 の 上 面
３ １ 　 小 径 孔
３ ２ 　 側 壁 部
３ ３ 　 係 合 穴
４ ０ 　 注 射 器 接 続 ポ ー ト
４ １ 　 キ ャ ッ プ 部 材
４ ２ 　 キ ャ ッ プ 部 材 の 基 部
４ ３ 　 ス リ ー ブ 部
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４ ４ 、 ４ ５ 　 嵌 合 部
５ ０ 　 注 射 器 接 続 ポ ー ト
５ １ 　 抜 止 部
５ ２ 　 キ ャ ッ プ 部 材
６ ０ 　 注 射 器 接 続 ポ ー ト
６ １ 　 キ ャ ッ プ 部 材
６ ２ 　 基 部
６ ３ 　 ヒ ン ジ
６ ４ 　 上 縁 部
６ ５ 、 ６ ６ 　 嵌 合 部
６ ７ 　 ス リ ー ブ 部
６ ８ 　 開 口
６ ９ 　 開 口
２ ０ ０ 　 　 混 注 管
２ ０ １ 、 ２ ０ ２ 　 　 輸 液 配 管 の 管
２ ０ ３ 、 ２ ０ ４ 　 　 接 続 部
２ ０ ５ 　 　 分 岐 部
２ ０ ６ 　 　 開 口
２ ０ ７ 　 　 壁 部
２ ０ ８ 　 　 着 座 部
２ ０ ９ 　 　 外 周 フ ラ ン ジ 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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